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栃木県消防防災航空隊所属アグスタ式ＡＷ１３９型（回転翼航空機） 

ＪＡ０９ＴＲ（本田航空株式会社受託運航）の航空事故調査について 

（経過報告） 

 

 

令和８年１０月１日 

運輸安全委員会（航空部会） 

 

 

運輸安全委員会は、令和７年１０月１８日１２時１２分頃、栃木県日光市において栃木県消防

防災航空隊所属アグスタ式ＡＷ１３９型ＪＡ０９ＴＲが山岳救助活動中、ホバリングした際のダ

ウンウォッシュ*1 によって樹木が落下し、樹木に当たった地上の捜索関係者が負傷した航空事故

について、令和７年１０月から原因を究明するための調査を進めてきたところであるが、これま

での調査で得られた情報を基に、原因関係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要

がある。このため、本調査については、本航空事故が発生した日から１年以内に調査を終えるこ

とが困難であると見込まれる状況にあることから、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定

に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告する。 

なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 

また、本調査は、本航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条約第１３附属

書に従い、航空事故及び事故に伴い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減

に寄与することを目的として行うものであり、本航空事故の責任を問うために行うものではない。 

 

１．航空事故の概要 

栃木県消防防災航空隊所属アグスタ式ＡＷ１３９型ＪＡ０９ＴＲは、令和７年１０月１８

日（土）１２時１２分頃、山岳救助活動のため、栃木県日光市付近上空を飛行中、ホバリン

グした際のダウンウォッシュによって樹木が折れて落下し、樹木に当たった地上の捜索関係

者１名が負傷した。 
 

２．調査の概要 

運輸安全委員会は、令和７年１０月２２日、事故発生の通報を受け、本航空事故の調査を

担当する主管調査官ほか１名の航空事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述

聴取、事故発生場所の現地調査、航空隊員がヘルメットに装着していたアクション・カメラ

の映像、飛行記録装置等の記録の解析、気象に関する情報収集等を実施した。 
本調査には、事故機の機体の設計・製造国であるイタリア共和国の代表及び顧問が参加し

ている。 
 

３．判明している主な事実情報 

（１）飛行の経過 

 
*1 「ダウンウォッシュ」とは、ヘリコプターのメイン・ローターが揚力を発生させる際に、メイン・ローターに

よって下方に押し出される強い気流をいう。 
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１０月４日に開催された公益社団法人日本オリエンテーリング協会主催の全日本オリ

エンテーリング選手権大会ミドル種目において、競技者１名が行方不明となった。当該

競技者１名（以下「要救助者」という。）の捜索は、１０月７日まで大規模に行われ、そ

の後も同協会の有志及び役員により捜索が継続されていた。 

 

同機は、要救助者が発見されたことによる出動要請に基づき、１０月１８日１１時  

４２分頃、山岳救助活動のため、機長、副操縦士、航空消防活動指揮者*2、ホイスト*3員

及び救助員の計５名が搭乗し、栃木ヘリポートを離陸し、日光霧降スケートセンター第

２駐車場場外離着陸場で日光市消防局の救急救命士１名を追加で搭乗させ、事故現場付

近に向かった。 

１２時１０分頃、同機は、事故現場付近上空でホバリングを行い、徐々に降下しなが

ら捜索を開始した。地上の事故現場付近には、図２のとおり、捜索関係者３名がいた。

負傷した捜索関係者Ｃは、要救助者が谷を下った離れた場所で発見されていたことから、

同機が事故現場付近上空でホバリングを開始した理由を理解できていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*2 「航空消防活動指揮者」とは、同機が行う航空消防活動全般を指揮する者をいう。 

*3 「ホイスト」とは、ヘリコプターの機外に装備されているワイヤーが格納されたウインチであり、着陸不能地

点で要救助者や救助員のつり上げ・つり下ろしを行う装置をいう。 

図１ 同機の推定飛行経路 
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* 

１２時１２分頃、同機がホバリング高度を下ろし、捜索を行っていた際、同機の下方

にあったキノコが連なる樹木の枝が折れてゆっくりと落下し、落下した枝が捜索関係者

Ｃのヘルメットに接触したため、同人が負傷した。 

 
*4 「オルソ画像」とは、ドローン、カメラ、３Ｄスキャナ等により、地上又は空中から取得した画像データを基

に、撮影姿勢、地形の起伏及びレンズのゆがみ等による位置ずれを補正して生成された位置情報を有する三次

元データによる画像をいい、地図と同様に距離や位置を計測することができる。 

図３ 落枝が発生した樹木 

図２ 事故発生時の同機と地上の捜索関係者の位置（オルソ画像*4による。） 
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（２）死傷者 

捜索関係者１名 重傷（第４頸
けい

椎
つい

椎
つい

弓
きゅう

骨折） 

 

（３）航空機の損壊 
なし 

 

（４）事故現場の状況 

事故現場は、東側の南から北に流れる赤川（標高約９２０ｍ）から標高約１,１５０ｍ

に至る東側斜面の中腹（標高約１,０４０ｍ）に位置する緩やかな（傾斜約２５°）斜面

であった。また、３Ｄスキャナによる計測では、平均的な樹木の高さは約２０ｍであり、

事故現場付近には数本の枝が落下していた。 

 

（５）気象 

機長の口述によれば、事故現場付近の気象は、次のとおりであった。 

風 南西の弱い風、視程 １０km以上、天気 晴れ 

 

４．今後の調査 

本航空事故の原因及び本航空事故に伴い発生した被害の原因の究明並びに山岳救助活動に

おける事故の再発防止策の検討のため、これまでの調査で得られた情報を基に、原因関係者

からの意見聴取並びに関係国及び山岳救助活動の関連機関への意見照会を行う必要がある。 

当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

事故の原因等の調査を進める。 


